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AERA　1996.5.27　から

ボ
ス
ニ
ア
を
蝕
む

戦
争
の
後
遺
症

ふ
々
は
医
療
援
助
を
求
め
て
い
る

激
し
い
内
戦
で
破
壊
さ
れ
た
の
は
、
国
土
だ
け
で
は
な
い
。

医
療
施
設
も
人
材
も
失
っ
た
。
薬
な
ど
医
療
物
資
も
足
り
な
い
。

日
本
の
民
間
団
体
に
も
、
支
援
要
請
が
き
て
い
る
の
だ
が
…
…
。

「
「
セ
ル
ビ
ア
人
は
悪
者
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
世
界
中
に
広
が
っ
た
。
外
国

か
ら
の
救
援
物
資
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
ち

ら
に
入
っ
て
こ
な
い
。
支
援
の
目
が
向

け
ら
れ
る
の
は
サ
ラ
エ
ボ
ば
か
り
だ
」

　
昨
年
末
の
和
平
協
定
発
効
で
誕
生
し

た
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
（
セ
ル
ビ
ア
人

勢
力
）
に
あ
る
、
バ
ニ
ャ
ル
カ
大
学
病

暁
の
ラ
ン
コ
・
ス
ク
ル
ビ
ッ
チ
医
師
は

こ
う
不
満
を
訴
え
る
。
ベ
ッ
ド
数
千
六

百
。
医
師
二
百
七
十
六
人
、
医
療
関
係

者
千
三
百
人
が
働
く
大
病
院
だ
。
｀

　
北
西
部
の
パ
ニ
ャ
ル
カ
は
戦
場
に
は

な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
病
院
の
建
物
や

施
設
に
破
損
は
な
か
っ
た
が
、
新
し
い

医
療
機
器
、
注
射
器
な
ど
の
器
具
類
、

医
薬
品
な
ど
の
補
充
は
十
分
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
循
環
器
系
で
は
、
記
録

サラエボ市内の難民センターで暮らすモスレム人の一

家。セルビア人勢力下から逃げてきた。「十分な医療と

落ちついた生活がほしい」と、願いは切実だ

用
紙
が
な
く
心
電
図
検
査
も
で
き
な
い

し
、
心
臓
エ
コ
ー
も
技
術
者
が
不
足
し

て
お
り
、
高
価
な
検
査
機
器
は
「
宝
の

持
ち
腐
れ
」
状
態
で
、
役
立
っ
て
い
な

い
。

民
族
対
立
の
し
こ
り
残
る

　
「
麻
酔
機
器
な
ど
は
古
い
で
す
ね
。
あ

え
て
言
え
ば
、
日
本
の
医
療
レ
ベ
ル
か

ら
十
年
は
遅
れ
て
い
ま
す
」

　
と
ヽ
が
駅
ｆ
折
手
術
に
立
ち
会
っ

た
隋
扮
剌
か
医
師
は
い
う
。
岡
山
市
に

本
部
を
置
く
民
間
の
国
際
医
療
援
助
団

体
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
）
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
八
二
ャ
ル

カ
大
学
病
院
と
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
（
モ
ス

レ
ム
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
両
勢
力
）
の

サ
ラ
エ
ボ
大
学
病
院
の
支
援
要
請
を
受

け
、
今
年
一
月
下
旬
か
ら
二
月
に
か
け

て
今
後
の
医
療
協
力
に
向
け
た
予
備
調

査
の
た
め
に
現
地
入
り
し
て
い
た
。

　
バ
ニ
ャ
ル
カ
大
学
病
院
で
は
戦
争
中

に
は
、
人
工
透
析
液
が
不
足
し
患
者
十

七
人
が
　
　
。
酸
素
供
給
が
停
止
し
。

　
　
　
ｉ

砲撃で破壊されたサラ

エボの図書館。貴重な

文献もことごとく焼失

してしまった

十
二
人
の
新
生
児
も
死
亡
し
た
。
医
学

部
長
で
、
小
児
科
医
の
リ
リ
ア
ナ
・
ホ

テ
ィ
ッ
チ
女
医
は
、

　
「
戦
争
中
、
外
国
か
ら
新
し
い
医
学
情

報
も
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
医

学
専
門
雑
誌
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
十

分
な
教
育
も
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ど
ん
な
医
学
書
で
も
い
い
で
す
か

ら
欲
し
い
」

　
と
、
医
学
教
育
面
で
の
支
援
も
訴
え

て
い
る
。

　
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
職
員
の
ビ
シ
ュ
ヌ
・
バ
ン

ダ
リ
医
師
の
案
内
で
、
パ
ニ
ャ
ル
カ
の
・

西
方
四
十
♂
の
難
民
セ
ン
タ
ー
を
見

た
。
子
供
、
女
性
と
老
人
ば
か
り
三
百

二
十
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
難
民
が
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

　
「
食
糧
、
燃
料
、
毛
布
な
ど
は
、
赤
十
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旧ユーゴ

宇
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
や
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
援
助
で
す
。
医
師
は
週
に
一

回
、
看
護
婦
は
Ｉ
日
一
回
巡
回
が
あ
り

ま
す
が
、
急
病
人
が
出
た
と
き
に
、
病

人
を
搬
送
す
る
手
段
が
な
い
」

　
と
、
パ
ン
ダ
リ
医
師
は
問
題
点
を
指

摘
す
る
。

　
難
民
セ
ン
タ
ー
責
任
者
の
ク
ネ
ジ
ヱ

ビ
ッ
チ
・
チ
ェ
ド
ミ
ー
ル
さ
ん
も
、
同

様
に
避
難
生
活
の
困
窮
を
訴
え
る
。

　
バ
ニ
ャ
ル
カ
市
内
で
息
を
ひ
そ
め
る

よ
う
に
し
て
少
数
の
モ
ス
レ
ム
人
、
ク

ロ
ア
チ
ア
人
が
暮
ら
す
。

　
「
市
内
に
あ
っ
た
二
十
二
の
モ
ス
ク
が

す
べ
て
破
壊
さ
れ
た
」

　
と
バ
ン
ダ
リ
医
師
。
そ
の
う
ち
、
二

ヵ
所
、
現
場
を
見
て
回
っ
た
。
説
明
を

受
け
な
け
れ
ば
、
以
前
に
モ
ス
ク
が
建

っ
て
い
た
と
は
判
別
で
き
な
い
。

　
モ
ス
レ
ム
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
メ
ル
ハ
メ
ッ
ト
は
、
机
一
つ
の
小

さ
な
診
療
所
を
開
設
し
、
モ
ス
レ
ム

人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
診
察
・
治
療
を

行
っ
て
い
る
。
薬
品
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
境

な
き
医
師
団
）
が
支
援
し
て
い
る
が
十

分
で
な
い
と
い
う
。
モ
ス
レ
ム
人
と
わ

　
か
る
と
、
治
療
を
拒
否
す
る
セ
ル
ビ
ア

人
医
師
も
い
る
と
い
う
。

　
　
隣
接
の
モ
ス
レ
ム
人
救
援
セ
ン
タ
ー

　
前
で
は
、
約
三
十
人
が
寒
さ
に
ふ
る
え

　
な
が
ら
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
食
糧
配
給
を
待

　
っ
て
い
た
。

　
支
援
資
金
が
集
ま
ら
な
い

　
　
三
年
半
、
戦
時
下
に
あ
っ
た
サ
ラ
エ

　
ボ
大
学
病
院
の
輸
血
セ
‘
ン
タ
ー
所
長
ミ

　
ド
ハ
ト
・
ハ
ラ
チ
ッ
チ
医
師
に
よ
る

　
と
、
戦
争
中
、
サ
ラ
エ
ボ
大
学
病
院
で

　
十
二
万
人
が
治
療
を
受
け
、
そ
の
う
ち

４

iニャルカの西方40

･｡の難民センターに

は、モスレム人勢力

下から逃れてきたセ

ルビア人たちが暮ら

ている，衛生状態

六
万
五
千
人
が
重
傷
、
一
万
一
千
人
が

死
亡
と
い
う
。

　
病
院
の
建
物
に
も
、
砲
弾
の
跡
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス

窓
は
砲
撃
と
衝
撃
波
に
よ
っ
て
割
れ
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
ロ
ゴ
と
マ
’
‐
・
・
ク
の
入
っ

た
ピ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
仮
補
修
さ
れ
て

い
る
が
、
冬
の
サ
ラ
エ
ボ
は
寒
さ
が
厳

し
い
。
病
室
に
冷
た
い
隙
間
風
が
吹
き

込
む
。

　
小
児
科
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
子
供

の
大
半
は
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
統
の

病
気
だ
。
家
庭
で
は
暖
房
も
十
分
で
な

はどこも劣悪だ

い
の
が
サ
ラ
エ
ボ
の
現
状
だ
。

　
砲
弾
な
ど
で
負
傷
し
た
皮
膚
欠
損
の

患
者
も
多
数
入
院
し
て
い
る
。

　
「
現
在
、
義
足
を
待
っ
て
い
る
人
は
五

百
人
い
る
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
が
Ｉ
つ
し
か
な
い
。
ベ
ッ
ド
数
千

七
百
二
十
。
医
師
は
六
百
人
。
医
師
の

人
数
と
し
て
は
十
分
だ
が
、
専
門
医
が

不
足
し
て
い
る
。
外
来
患
者
は
日
に
六

百
人
か
ら
八
百
人
い
ま
す
」

　
と
、
ハ
ラ
チ
ッ
チ
医
師
は
続
け
る
。

　
サ
ラ
エ
ボ
大
学
病
院
か
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
へ
の
要
望
は
、
形
成
外
科
、
泌
尿
器

科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
の
専
門
医
の

派
遣
。
胃
腸
ス
コ
ー
プ
、
心
電
計
な
ど

最
新
医
療
機
器
か
ら
注
射
器
、
手
術

台
、
病
院
の
建
物
補
修
工
事
に
い
た

る
。
そ
の
総
額
は
、
ざ
っ
と
八
十
二
万

ド
イ
ツ
９
（
約
六
千
万
円
）
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
「
顔
の
見
え
る
医
療

支
援
」
を
目
指
し
て
い
る
。
近
藤
裕
次

事
務
局
長
は
、

　
「
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
、
二
、
三
チ
ー

ム
、
な
ん
と
か
現
地
に
派
遣
し
た
い
」

　
と
い
う
が
、
思
う
よ
う
に
支
援
資
金

が
集
ま
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
（
ボ

ス
ニ
ア
連
邦
と
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
で

構
成
）
に
は
ま
だ
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
サ
ラ
エ
ボ
で
は
、
戦
争
中
か
ら
欧
州

系
を
中
心
に
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
活

動
を
展
開
、
現
在
も
六
十
余
り
の
団
体

が
活
動
中
だ
。
医
療
面
で
い
え
ば
、
緊

急
医
療
支
援
の
段
階
は
終
わ
り
、
今
後

は
、
専
門
的
な
長
期
の
医
療
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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